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一研 究 報 告 一

がん看護領域 の熟練看護 師にお ける

家族ケアの必要性の認知 と実施 している家族ケア

新 田 紀 枝 歯・谷 浦 葉 子 辣 ・大 野 由 美 子 繰

要 旨

が ん 看 護 領 域 の熟 練 看 護 師 が 認 知 して い る 家族 ケ ア の 必 要 性 と実 施 して い る家 族 ケ ア

を 明 らか にす る こ とを 目的 に、 看 護 師13名 を 対 して半 構 成 的 面 接 を行 い 、 逐語 録 の 内

容 分析 を行 っ た。

熟 練 看 護 師 は 《患 者 と患 者 の療 養 生 活 を支 え る》、《家 族 もス トレス状 況 に あ る》、《家

族 の グ リー フ ワー ク を促 す 》、《患 者 と家 族 の 関係 性 を調 整 す る》 た め に家 族 ケ ア が必 要

で あ る と認 知 し、 さ ら に 《患 者 の家 族 役 割 の 変化 を支 え る》 た め に患 者 の 中 に あ る家 族

へ の 思 い に対 して もケ ア が 必 要 で あ る と認 知 して い た 。 ま た 家 族 ケ ア を 円 滑 に実 施 で き

る よ うに 《家 族 の状 況 を把 握 す る》、《家 族 との 人 間 関係 の 構 築 を 図 る》、《家 族 との コ ミ

ュ ニ ケ ー シ ョ ンを 図 る》こ とを行 い 、《家 族 関係 を 調 整 す る》、《キー パ ー ソン を支 え る》、

《家 族 が患 者 の状 態 を 理解 で き る よ うにす る》、《家 族 が 患 者 の ケ ア に 主 体 的 に参 加 で き

る よ うにす る》、《家 族 の 意 思 決 定 を支 え る》、《家 族 に グ リー フケ ア をす る》、《家 族 に チ
ー ム で か か われ る よ うに調 整 す る》 とい う家族 ケ ア を実 施 して い た

。

キ ー ワー ド:が ん 看 護 、 熟 練 看 護 師 、 家 族 ケ ア 、 半 構 成 的 面 接

1.は じめ に

がん はわが 国の死因 の第1位 で ある疾患 で

あ る だ け で な く、 男 性 の53.6%、 女 性 の

40.5%が 罹患す る疾患1)で ある。 近年 のがん

治 療 はめ ざま しい進 歩 を遂 げ、 がん患者 の長

期 生存 も可能 になった。 しか し、家族 の1人

ががん とい う病気 になる こ とで 、そ の家族 は

患者 の死 を意識せ ざるを得 な くな り、 さらに

治 療 に伴 う社会 的役 割や 家族役割 の変化 、経

済的負担 、病状や 先行 きの見通 しが立 たない

ことな どによ り、多 くのス トレス を受 け るこ

とに なる。長 い間 、看護 の対 象 は患者 で あ り、

家族 は患者 の資源 お よび 背景 として とらえ ら

れ てい た。そ のた め、看護 職者 は家族 に対 し

て、患者 の療養 生活 を支 える者 と してのかか

わ りが されて いた。 しか し、近年 で は、がん

患者 の家 族の10～30%に は、家族 の一員 がが

んに なった影響 によ り適応 障害や うつ病 な ど

の精神 医学的 な問題 が あ るこ とが報告 され2)、

患者 の家 族 も 「第2の 患者 」 と して支援 の必

要性 が指 摘 され てい る3)。

そ こで、が ん看 護領域 の熟練看 護師 が家族

ケアの必 要性 を どの よ うに認 知 し、具体 的に

どの よ うな家族 ケア を実施 して いるのか を明

らかにす るこ とは、家族 ケアの ロール モデル

が乏 しい現状 におい て意義 が ある と考 え、本

研 究 を実施 した。

豆.用 語 の 定義

患者 に とっての家族 は、血縁の有無 を問わ

ず 、患者 が情緒 的 に結び つ き、家族で あ る と

認 知 してい る者 で ある4・5)。 しか し、患者 が

家族 と認 めて いない家族成 員で あって も、社

会 的に患者 の療養 生活上 、家族 と してのかか

わ りが必要 な場 合が ある。 そのた め、本研 究

にお ける 「家族 」 とは、看護 師 が患者 の家族

と認 知 して いる者 とした。 また、 「家族 ケア」

とは、看護師 ががん患者 の家族 に対 してケア

(援 助)を 行 った と認 知 してい る言動 を指す。

本研 究 にお け る熟練看護 師 とは、技能 習得

過程 を5段 階 で示す ドレイ ファスモデル にお

いて、十分 な経 験 と判 断能 力 を備 えた第4段

階(熟 練者)で あ り、ベ ナーのい う 「中堅 レ

ベル(Proficient)」 以上 の看 護師6)で あ る。
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皿.研 究 目的

本研 究は 、がん患者 の家族 に対す る熟練看

護師 が認 知 してい る家族 ケア の必 要性 と実施

している家族 ケア の内容 を明 らかにす る こと

を 目的 と した。

N.研 究 方法

1.対 象者

研 究協力 施設(都 市部 の大学病院)に お い

て ク リニ カル ラダII(中 堅)に 認 定 され 、

かっがん看護 領域 の専門分 野別 研修 を修 了 し、

エキスパー トと認 定 された看護 師 、また は教

育担 当看護 師長 、研 究者 に よ りそれ と同等 で

あ る とみ な され た看護 師(以 下、熟練看護 師

とす る)で ある。研究協 力候補者 への依頼 は、

研 究協力施設 の教育担 当看護 師長か ら選 定基

準を満 た した研 究候補者 に研 究協力依頼 の文

書を渡 して も らった。研 究協力 の意思 につい

ては研 究者 へ直接 で郵 送で 回答 して も らい、

研究協 力 の意 思が確認 され た場合 、イ ン タ ビ

ュー 日時 の調整 を行 った。 なお、候 補者 の研

究協力 の有無 につい ては研 究協 力施 設 には伝

えない こと と した。

研究 協力依頼 は14名 に行 い、11名 か ら研

究協 力 の同意 が得 られ た。 対 象者 は この11

名 とパイ ロ ッ トス タデ ィを行 っ た2名 の計

13名 であ る。

2.調 査期 間

プ レ調 査期 間が平成20年8月 、本 調査 期

間が平成21年7月 ～平成22年2月 。

3.調 査 方法

プ ライバ シ ー が確 保 で き る個 室 で 半構 成

的面接 を行 い、対象者 の了解 を得 てICレ コー

ダー に録音 した。

4.調	 査 内容


4名 の対 象者 にパ イ ロ ッ トス タデ ィを行 っ


て作成 したイ ンタ ビュー ガイ ドに基 づ き実施

し、今 まで にかかわ った がん患者 の家族 との

かかわ りの 中で 、印象 に残 ってい る事例 を想

起 して も らい、① 印象 に残 ってい る事例 の概

要、②家族 ケア の必 要性 、③ 家族ケ アの 内容

な どを語 って も らい、 さ らに これ以外 で心 が

けてい る家族 ケ アについ て も語 って もらった。

5.分 析方 法

逐 語録 か ら、対象者 の語 り全体 の文脈 に留

意 しなが らデー タのス ライ スを作成 し、テ ー

マ に関連す る対象者 の言葉 を感 情 、思考 、行

動 に着 目して家族 ケアに 関連 す る言葉(コ ー

ド)を 抽 出 し、内容分 析 を行 った。ICレ コー

ダー の録 音記録 お よび逐 語録 に何度 も戻 り確

認 しなが らカテ ゴ リー化 の作 業 を繰 り返 した。

さらに、抽 出 され た分析 デー タ を研究者3名

で検討 を行 った。

また、抽 出 された コー ドに対 象者 の語 りが

反映 され て い るか、サ ブカテ ゴ リー 、カテ ゴ

リー分類 が適切 で あるかにっ いて、調査 時連

絡可能 であ った対象者10名 に確 認 の調 査 を

行 い 、真 実性 、妥 当性 が確 保 で きるよ うに努

めた。

6.倫 理 的配慮

研 究者 所 属 施 設 の倫 理 委 員 会 の承認 を得

て研 究 を行 った。 対象者 に対 して文書お よび

口頭 で説 明 を行 い、文書 に よる研 究参加 の同

意 、公表 の承諾 を得 た。

V,結 果

10名 の対象者 に各 自の逐語録 と分析結 果 、

評価 票 を送付 し結果 、9名 か ら回答 が得 られ

た(回 収 率90.0%)。

家族 ケアの必要性 、家族 ケア の内容 の分類

にっいて 、対象者全員 が話 され た内容 は正 し

く含 まれ ていた と回答 した。 さ らに、分類 が

現 実に あってい る、他 の家 族 に もあて はま る、

解釈 が実践 の上 で役 に立っ と思 うと全員 が回

答 した。 しか し、分類 され たカテ ゴ リー 、サ

ブカテ ゴ リー、 コー ドの わか りやす さにっ い

て、必要性 の分類 で は「どち らともいえない」

が2名 、家族 ケ アの分 類 は 「わ か りに くい」

が1名 あった。 評価票 の結果 を参 考に して、

コー ド、 サブカテ ゴ リー、 カテ ゴ リーの修 正

を行 った。

1.対	 象者 の属性

対 象 者 は全 員 が 女性 で あ り、 平均 年 齢 が

33.6(SD4.0)歳 、がん看 護領 域平均経験 年数

が9.2(SD3.3)年 であった。

2.印	 象 に残 った事例

対象 者 が語 った印象 に残 った事例 は24例

(1人1～4例)が 語 られ た。その 内訳 は終末

期 の事 例 が15例 、治療 の中止 の事例 が4例 、

そ の他 が5例(急 変後 死亡 、移植 の意 思決 定

な ど)で あった。 
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表1家 族ケアの必要性

サブカテゴリー カテゴリー

家族が患者のパワーの源である

家族 はケアの知識や技術を習得しなければならない
患者と患者の療養 生活を支える

家族が意思決定をしなければならない

家族に経済的負担がある

家 族 に心 理 ・精 神 的な問題 が ある

家 族 が患者 の病状 、反応 で揺 れる 家族もストレス状況にある

家 族 に医療 者 とのコミュニケーションギャップが ある

家族が死にゆく過程を知らない

家族は終末期の患者に何かしたいけどできない
家 族 のグリーフワー クを促す

家族に予期悲嘆がある

家族が他の家族成員に予後を伝えられない

患者と家族の相互作用がある

患者と家族の思いにズレがある 患者と家族の関係性を調整する

患者と家族の家族関係 に問題がある

患者に家族役割の悩みがある 患者の家族役割の変化を支える

3.家	 族 ケアの必要性(表1) る と捉 え、家族 に対 して も援 助 が必要 で ある

家族 ケ アの必要性 は78の コー ドが抽 出 さ と認知 していた。

れ 、15の サ ブカテ ゴ リー、5の カテ ゴ リーか ま た対 象者 が 《家 族 もス トレス状 況 に あ

ら構成 され た。以下、カテ ゴ リー は 《 》、サ る》た めに家族 ケアが必 要 と認知 す る時期 は、

ブカテテ ゴ リー は 〈 〉で示 す。	 患者 の病 状 が悪 くな って きた とき、治療 が中

① 《患者 と患者 の療養 生活 を支 える》 止 され緩 和 ケア が中心 にな ってきた とき、終

対象者 は 〈患者 のパ ワー の源 で あ る〉家族 末期 で あった。 

が しっか りと患者 を支 え られ るよ うに、患者 ③ 《家族 のグ リー フワー クを促す 》

の病状や 療養生活 に必要 な 〈ケ アの知識 や技 対 象者 は、家族 が 〈死 に ゆ く過程 を知 らな

術 を習得 す る〉 ことがで き るよ うに家族 を援 い〉 こ とや 〈終 末期 の患者 に何 か したい け ど

助す る必 要 があ る と捉 えていた。 さ らに患者 で きない〉こと、〈家族 に予期悲嘆 があ る〉こ

の病状 に よって患者 に代 わっ て 〈意思決定 し とに対 して、家族 ケ アが必要 であ る と思 って

なけれ ば な らない〉家族 を支 え るこ と、〈経 済 い た。 さらに 〈家族 が他 の家族成 員 に(患 者

的負担 が ある〉場合 にMSWに 繋 げ るな どの援 の)予 後 を伝 え られ ない〉 こ とに対 して、予

助 が必 要 であ る と認知 してい た。 後 が伝 え られ るよ うにす る援 助が必要 であ る

② 《家族 もス トレス状 況 にある》 と認知 していた。

対 象 者 は家 族 が 情 緒 的 に不 安 定 で あ った 対象者 が 《家族 のグ リー フ ワー クを促 す》

り、抑 うつ 的 になるな ど 〈家族 に心理 ・精神 た めに家族 ケア が必要 と認知 す る時期 は、状

的 な問題 があ る〉場合 や、患者 の治療方針 の 態 が月 単位 に迫 ってきた とき、病状 が悪 くな

転換や 患者 の反応 に混乱す るな ど 〈家族 が患 っ てきた ときで あ り、熟練看護 師 は家族 が死

者 の病状 、反応 で揺 れ る〉場合 、 主治 医に 聞 別 の心構 えがで きる よ うに、患者 の生存 中か

きたい ことが 聞けないな ど(家 族 に医療者 と らグ リー フケア をす る必要 があ る と認知 して

の コ ミュニケー シ ョンギャ ップ があ る)場 合 い た。 

に、患者 だ けでな く家族 もス トレス状況で あ
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表2家 族ケアを行う前に実施される内容

サブカテゴリー

家族ケアに必要な情報を確認する

訊き方を工夫する

家族と看護師の心理的距離を調整する

看護師を意識させる

家族 に会えるセッティングをする

声をかけるタイミングを図る

家族が話しやすい場所を選択する

声かけを工夫する

患者と家族が一緒 に話できるようにする

話題を工夫する

④ 《患者 と家族 の 関係 性 を調整 す る》

対象者 は 、家族が笑顔 だ と患者 も落 ち着 く

な どお互 い が影 響 しあい 〈患者 と家族 には相

互作用 があ る〉 こ と、また治療 方針や今 後 の

過 ご し方 な どに 〈患者 と家族 に思 いのズ レが

あるこ と〉 や 、お互 いに遠慮 があ った り、 ギ

クシャク して い るな ど 〈患者 と家族 の家族 関

係 に問題 が ある〉 こ とについ て患者 と家族 の

関係 を調整 す る必 要性 を感 じていた。 

⑤ 《患者 の家族役割 の変化 を支 え る》

家族 との関係性 の 中で生 じる 〈患者 に家族

役割 の悩み が ある〉 た め、患者 の 中にあ る家

族役割 を変 え るこ とがで き るよ うに援助す る

ことが必要 で ある と感 じていた。

4.家 族 ケ アの 内容

家族 ケア の内容 は コー ド数243が 抽 出 され 、

29の サ ブカテ ゴ リー 、10の カテ ゴ リーか ら構

成 され た。 そ の うち3カ テ ゴ リー は家族 ケア

が 円滑 に実施 で きる よ うにす るた めに行 わ る

内容 であっ た。 した がって、 家族 ケア を行 う

前 に実施 され る もの と家族ケ ア と して実施 し

てい るもの に分 け られ た。

1)家 族 ケア を行 う前 に実施 され る内容(表 

2) 

① 《家族 の状況 を把握 す る》

対象 者 は、家族 の思いや健 康状 態、家族 背

景 な ど 〈家族 ケア に必 要 な情報 を(意 図的に

収集 して)確 認 し〉、 その情報 の得 るため に、

患者 のケアや雑 談 を しな が ら家族 に尋ね た り、

あるいは意 図的に聞 きに くい こ とをス トレー

カテゴリー

家族の状況を把握する

家族との人間関係の構築を図る

家族 とのコミュニケーションを図 る 

トに聞いた り、逆に継 続 して少 しず つ聞 くな

ど臨機応 変 に 〈訊 き方 を工夫 し〉 ていた。 

② 《家族 との人 間関係 の構築 を図 る》

対象者 は、家族 との近す ぎない 、離れ す ぎ

ない距離感 を考 えて 〈家族 と看護 師 の心理 的

距離 を調整 〉 し、 自分 が 自然 にいつ も近 くに

い る人 だ と 〈看護師 を(家 族 に)意 識 させ る〉

ことを意 図 して、廊 下や洗濯場 で声 をかけた

り、看護 師であ る 自分 が言 っていた と家族 に

伝 わ るよ うに患者へ伝 言 を頼 んだ りして 、家

族へ伝 えて もらって いた。 

③ 《家族 との コ ミュニケー シ ョン を図 る》

対象 者 は、患者 に家族 の面会 日時 を確認 し

て 〈家族 に会 え るセ ッテ ィングを し〉た り、

家族 に 〈声 をか けるタイ ミングを図 り〉 なが

ら、〈家族 が話 しや すい場所 を選 択 し〉て、〈声

か けを工夫〉 していた。

声 かけは、 日常的 に何気 ない話 をす るこ と

をす る よ うに心か けてお り、普段 か ら家族 の

表 情や言動 に注意 を払 っていた。家族 が しん

どそ うな ときや家族 だ けに接 触 して話 を聴 き

たい ときは、ナー スステー シ ョンで業務 を し

なが ら廊 下 を注意深 く見渡 して家族 が通 るの

を待 って声 をか け るタイ ミング を図 り、家族

へ の労 いの言葉や 、家族 の気持 ちを反 映す る

よ うな言葉(大 丈夫 です か、 お疲 れ じゃない

です か、っ らいです ねな ど)を 使 用 して、家

族 の思い が話 せ るよ うに導い ていた。家族 が

気軽 に話 しや すい よ うに廊 下 で立 ち話 か ら始

めて深刻 そ うに なる と場所 を移動 した り、予
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表3実 施している家族ケアの内容

サブカテゴリー

患者と家族の橋渡しをする

患者と家族の関係を調整する

家族間を調整する

キーパーソンの調整をする

家族の健康管理をする

家族 の情緒面に寄 り添う

家族をエンパワーする

患者のケアで家族を安心させる

家族と医師の橋渡しをする

患者の情報を提供する

家族と一緒 にケアする

家族に教育的指導を行う

家族 による他の家族成員への告知を助 ける

家族 の意思決定のプロセスを支える

家族のグリーフワークを促す

家族が悔いのない看取 りができるようにする

遺族のグリーフワークを促す

チームでかかわる

他の専 門職を導入する

め、 しっか り話 を聴 いた ほ うが よい と判 断 し

た ときは面 談室へ行 くな ど、家族 が話 しやす

い場所 を選択 し、話 を聴 くよ うに していた。

ま た 患者 と家 族 が い る とこ ろに入 っ て行

き 〈患者 と家族 が一緒 に話 で きる よ うに し〉

た り、家族 の昔話 や郷 土話 、芸能ネ タな ど 〈話

題 を工夫 し〉 て、家族 とコ ミュニケー シ ョン

を図ってい た。

2)実 施 してい る家族 ケア の内容(表3) 

① 《家族 関係 を調整す る》

対象 者 は患 者 の思 い や 希 望 を家 族 に代 弁

した り、反対 に家族 の思い を患者 に伝 えた り、

〈患者 と家族 の橋 渡 しを し〉てい た。 また患

者 と家族 の関係 だけで はな く、家族 間 に意見

の相違 が ある場合 、 医師 と相談 してま とめ る

な ど家族 間 の関係 も調整 してい た。 

② 《キーパー ソンを支 える》

対象者 は、キーパ ー ソン とされ てい る人 が

大 阪大 学看 護 学 雑誌Vol.18No.1(2012)

カテゴリー

家族関係を調整する

キーパ ーソンを支 える

家族が患者の状態を理解できるようにする

家族が患者のケアに主体的に参加できるようにする

家族の意思決定を支える

家族 にグリーフケアをする

家族 にチームでかかわれるように調整する

うま く機 能で きていない場合 、他 のキーパ ー

ソ ンにな る人や 、 キーパー ソンを支 える人 を

探 した りして くキーパー ソンの調整 を し〉て

いた。一方 、キーパー ソンが疲れ ない よ うに

〈家族の健康管 理 を し〉、 〈家族 の情緒 面 に寄

り添い〉 なが ら、 〈家族 をエ ンパ ワー し〉 て、

キーパー ソンが キーパ ー ソン として機 能で き

る よ うに配慮 して いた。 また 、患者 の十分 な

ケ アを提供す るこ とが家族 に とって も安心 に

っ なが るこ とを認 知 して、〈(自分 の患者 への)

ケ アで家族 を安心 させ ら〉れ る実践 を行 って

い た。 

③ 《家族 が患者 の状態 を理解 で きるよ うにす

る》

対象 者 は医 師 の家 族 へ の 説 明 の機 会 をセ

ッテ ィング した り、家族 が医師 に聞 きたい こ

とが聞 ける よ うに した り、説 明後 の理解 を確

かめた りして 〈家族 と医師の橋渡 しを し〉て 
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いた。 さらに、患者 の今 日どの よ うに過 ご し

てい たか、術後 に どの よ うに回復 を してい く

か な どの 〈患者 の情 報 を(家 族 に)提 供 し〉、

家族が患者 の状態 を理解 で きる よ うに してい

た。 

④ 《家族 が 患者 ケ アに主体的 に参加 で き るよ

うにす る》

対象者 は 、患者 の状況 がわか り、また ケア

に慣れ て も らえ るよ うに〈家族 と一緒 にケア〉

を した り、 ス トーマ技術 の習得や退 院指導 な

ど 〈家族 に教育 的指導 を行 い〉、患者 の療養 生

活 を支 える知識 と技術 が身 につ くよ うに援 助

していた。 

⑤ 《家族 の意思決 定 を支 える》

対象者 は、子 どもへ親 の病気 を伝 えるツー

ル を紹介 した りして子 どもにがん を告知 で き

るよ うに援助 した り、年 老い た親 に対 して病

状や 予後が伝 え られ る よ うに 〈家族 による他

の家族成員 へ の告知 を助 け〉て いた。 また 、

家族 と患者 の望ま しい 姿を話 し合 った り、「看

護師 さんな らど うす るjと 尋ね られ た とき 自

分 の考 えを述べ るな ど、〈家族 の意思決 定の プ

ロセ スを支 える〉援 助 を行 っていた。 

⑥ 《家族 に グ リー フケア をす る》

対象 者 は家 族 が 患 者 と一緒 に過 ごせ る時

間や環境 を整 え、家族 の思 い出話 を聞 いた り

して 〈家族 の グ リー フワー クを促 し〉、家族 が

心置 きな く看 取 りでき るよ うに してい た。 ま

た付 き添 える場 所 を整備 し、看 取 りの予想 さ

れ る経過 を説 明 し 〈家族 が悔い のない見 取 り

をでき るよ うに し〉てい た。さ らに死別 直後 、

遺族 とエ ンゼル ケア を一緒に した り、反対 に

事務手続 き に集 中で きる よ うに配慮 して 〈遺

族 のグ リー フワー クを促 し〉、後 に病棟 を訪れ

た遺族 に対 して 、患者 のエ ピソー ドを語 り合

うな どしていた。 

⑦ 《家族 にチー ムでかか われ るよ うに調整 す

る》

対象者 は 、カ ンフ ァレンスな どで看護 ス タ

ッフが情報 を共有 し、ケア を統一 して かかわ

る よ うに した り、医 師 と連携 した り、必 要 に

応 じて、が ん看護 専 門看護 師や 臨床 心理 士、

MSWな どに かかわっ て も らえるよ うに依頼 を

行 い、〈家族 でチー ム にかか わ る〉こ とがで き

るよ うに して いた。
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VI.考 察

1.家 族 ケア の必 要性

従来、患者 の家族 は患者 の背景 、つ ま り患

者 を支 える者 と して と して捉 え られ 、家族 が

患者 を支 える こ とがで きるよ うにす るた めに

看護 師が援助 を必要 とす る対象 とみ な され て

きた。 しか し、近年 、家族看護 の対象 は、患

者 の背 景 と してだ けでな く、す べての家族成

員が看護 の アセ ス メン トの対象 とな り、 ケア

の焦点 とみ な され るよ うにな ってきた。 さら

に システ ム と しての家族 の視 点 で、家族 成員

の相 互作用 にも焦 点がお かれ るよ うにな った。

Hansonら7)は 、 「家族 看護 とは、家族 のヘル

スケアニ ーズ を満 たすた めに、看護実践 の守

備範 囲 内で行 われ るプ ロセ スで ある。家族 看

護学 は、背景 と しての家族 、全 体 としての家

族 、システ ム と しての家族 、社 会の構成 要素

としての家族 に焦点 を当て てい るもので あ る」

と定義 して い る。

がん看 護 領 域 に 熟練 看 護 師 の 家 族 ケ ア の

必要性 には 、《患者 と患者 の療養 生 活 を支 え

る》た め とい う 「背景 としての家族 」へ の視

点、《家族 もス トレス状態 にあ る》、《家族 の グ

リー フワー クを促 す》た めに患者 だけで はな

く家族成員 をも対象 とす る 「全体 としての 家

族 」へ の視 点、《患者 と家族 の関係 性 を調 整す

るため》 とい う 「システ ム と して の家族 」 の

視 点が含 まれ てい た。 さ らに、家族 システ ム

の中で家族 との 関係性 の 中で生 じ、家族 との

葛藤 につ なが る患者 の家族役割 の変化 に対 し

て も支 援 の必 要性 を感 じて いた。

しか し、本研 究 において も う1つ 「社 会 の

構成要 素 としての家族Jの 視点 に関す るカテ

ゴ リー が抽 出 され なかった。その理 由 と して、

対象者 が印象 に残 ってい る と語 った事例 が全

て入院 中の治療 の 中止や 終末期 な どの患者 の

家族 であった こ とが考 え られ る。経験 豊 富な

看護 師 であって も、病棟 勤務 の看護 師で は 「社

会 の構成要 素 としての家族 」の視点 をあ ま り

持 ってい ないの か、それ とも退院後在 宅 に も

どる患者 の家族 に関 して その視 点が あ るのか

について は、今後 の課題 であ る と考 え られ る。

2.家	 族 ケアの 内容

対 象 者 が 実 践 して い る家族 ケ ア の 内容 は

必要性 に対応 した もので あった。本 研 究 にお

い て抽 出 され たサ ブカテ ゴ リー の内容 は、長



戸 ら8)が 報告 してい るがん患者 の家 族 に対 す

る看護 師の かかわ りの方略 と して抽 出 され た

サ ブカテ ゴ リー の内容 と類似 して いた。

が ん看護 領域 に熟練看護 師は、家 族 ケア を

円滑 に実施 でき るよ うに 《家族 の状 況 を把 握

す る》こ とを しなが ら、《家族 との人 間 関係 の

構築 を図 る》こ とを行 ってい た。そ のた め 《家

族 との コ ミュニケー シ ョンを図 る》 工夫 を し

て いた。そ して、家族 との 関係 を築 きなが ら、

《家族 関係 を調整 す る》こ と、《キーパ ー ソン

を支 え る》こと、《家族 が患者 の状態 を理解 で

きる よ うにす る》こと、《家族が患者 ケア に主

体 的に参加 で きるよ うにす る》こ と、《家族 の

意 思決 定 を支 える》こ と、《家族 に グ リー フケ

ア をす る》 こ とを実施 してい た。 さらに 、看

護 師が個人 として だけで はな く、《家族 にチー

ムでか かわれ るよ うに調整 す る》 こ とを行 っ

ていた。

した がって家族 ケア の実施 は、家族 ケ アに

必 要 な情報 を収集 し、家族 との人 間関係 を構

築 す る こ とをべ一 ス と しなが ら、そ の上 でス

トレス状 況 にある家 族 に対 して具体 的な援助

を行 うとい う階層性 が ある と考 え られ た。例

えば 、常 に関心を持 ってい るこ とをア ピール

す るため に、 日常か ら廊 下や 洗濯場 な どで家

族 へ声 か けを行 い、援助者 と して の 自分 を家

族 へ意 図的 に意識 させ てお き、患者 の病 状の

進 行 、変化 な どの重要 な局 面 にお いて生 じる

家族 の危 機 的状況 にタイム リー に支 援 でき る

よ うに していた。つ ま り、がん看護領 域 に熟

練看護 師 が実施 して いる家族ケ アは、今 この

ときだ けに限定 され た援助 で はな く、今 後 を

予測 し、 将来的 なかかわ りを見据 えた援 助 で

もあった。

3.看 護 実践へ の示唆

鈴 木9)は 家族 が現 実に 向き合 い、 さま ざま

な問題 に対処 し、患者 を支 えてい くた めには、

専 門家 か らの援助 が必要不可欠 で あ る と述 べ

てい る。一 方で、野嶋io)は 看護 師 が患者 の家

族 にか かわ る ことに苦手意識 を持 ち、家族 に

かかわ る こ とを回避 す る傾 向が あ るこ とを指

摘 して い る。 さらに、先行研 究 におい てがん

看護 に従 事す る看護 師 は患者 の家族 に かかわ

るこ とに対 して様 々 な困難感 や葛藤 、 あ るい

は ジ レンマ を感 じてい る ことが報 告 され てい

る11～13)。長 戸 ら8)は 、がん患者 の家族 に対 す
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る看 護師 のかか わ りにつ いて、が ん看護 ・家

族看 護 のスペ シャ リス トに よるサ ポー トが得

られ る体制 づ く りが必要 であ る と指摘 してい

るが、本研 究 にお けるがん看 護領域 の熟練看

護 師 が実施 して い る階層性 の ある家族 ケ アは、

経 験 の浅 い看護 師に とって ロールモデ ル にな

る と考 え られ る。

4.研 究 の限界

本研 究 の 限 界 は1施 設 にお け る結 果 で あ

る こ と、 さ らに研 究協力施設 が都市部 の大 学

病 院 であ るた め、抽 出 され た家族 ケアが地域

や 医療施 設 の特性 による影 響 を受 けてい る こ

とが考 え ら、一般化 す る ことはできない。 し

たが って、今後 の課題 として地域や 医療施設

の特性 をふ まえた量的 なデザイ ンに よる家族

ケア の検 討 が必 要で ある と考 える。

皿.結 論

がん看護 領域 の熟練看護 師13・ 名に半構成

的面接 を行 った結果 、熟練看護 師が認 知 して

い る家族 ケアの必要性 につい て 《患者 と患者

の療養 生活 を支 える》、《家族 もス トレス状 況

に あ る》、《家族 のグ リー フワー クを促 す》、《患

者 と家族 の人 間 関係 の調整 す る》、《患者 の家

族 役割 の変化 を支 え る》の5つ のカテ ゴ リー

が抽 出 され た。 熟練看護 師 が行 ってい る家族

ケ アに は、家族 ケアを円滑 にでき るよ うに家

族 ケア を行 う前 に実施 され るカテ ゴ リー 《家

族 の状況 を把握 す る》、《家族 との人間関係 の

構 築 を図 る》、《家族 との コ ミュニケー シ ョン

を図 る》 と、それ らをふ まえて実施 され る家

族 ケア のカテ ゴ リー 《家族 関係 を調 整す る》、

《キーパ ー ソンを支 える》、《家族 が患者 の状

態 を理解 で きる よ うにす る》、《家族が患者 の

ケア に主体的 に参加 で きる よ うにす る》、、《家

族 の意 思決定 を支 える》、《家族 にグ リー フケ

ア をす る》、《家族 にチー ムでかかわれ る よ う

に調整す る》 が抽 出 され た。
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